
･羊 J:ミ 記 車

LIMl.十l礼'･ll拙 N川.--17例て:i;l亘 車齢別~二∴エ十㌧円～)

(札 成/､7こ刑 で鉦 言∴.!7:H't,J=･.'i階モ帖-r∴下伸 ､･;:'準7/二分

粧卜二言 ,l｣州Iullniこ1では l;iOt粧 し-St州112伊j.I-rt一

1判､PLIT∴う例てL裾 1.Nllt∴T:､ト∵∴･F､ilmll;lt･urt､

fト 11日ult･PI.仁}/Jt･号,放て∴fi､.上.JjJ/tLl/::汗 t.St川1-

1-rL､lミ∴頼､十ト:､し.い‖Hn川1:＼1.I,が t:.f-トー∴い ).成 ノ､

二言 し':＼lJL粁t了Ij･.巨 :証 .吠熟 t十 Ihl'lllハ膜里

質を亘､-･)し11.1日 1-日J.I-LIlj,:i,･}1･.＼lH.上皇〕-1も粒を

..F･:7.1.川両It'iL.ilHl1両 こ川(.it､H ll'巨汗 十トi,LIL-_已.7::吠 !､ハ病

塾の差異成何をこよるのか,興味のもたれるところである･

～11:.･rJJ_I,iL十廿騨増野L申;I:.111･紺1日 し11it'r十 に_tr十十藍.(f

小山 鳥 ･翌日 昭 欄二洪](守第 -冊十

Ll＼什 慢廿明～‖町 移行期 1[町 _.二㌧什虹畑 ‖町 ドl'

7俄 玉野 3例の計23例を対象とし天然牒型インター-jTn

を連日筋注あるいは皮下注した8結果 :CMLでは慢性

期の5例E!こ血液学的寛解が得られたセ移行期と急転例で

は無効であり乍病期をこより反応三枚が凝な-〕ていた官民rll

では6例に速やかな血小板減少が得られたが投争率息虹をこ

より再び増加するため化学療法の追加が必要であった.

㌘V では息例で5遇の投与後願治療で約2年血欝の正常

化が続いている.副酌 肇とLては,挽賢一開始時に多くの

例で発熱 砂嵐思不振等が出現 したが数E3で慣れが出現し

頼 畑_.仁 ll',Tこlヽ=町 ::i,,i当識障.十･瑚 判 し上古.投lj-

中1㌦∵:軽律 上㍉ _i~廿..し､Ml'l)言什里 II/＼ がf膏わ

な疾患群であると考えられる.

特 別 講 演

(尉j京都パスッ-ル研究所所品

岸 侶 欄太郎

第 3回 新潟 血液免疫 学 研 究会

日 時 u桐山う3隼 1日こit)[い い

会 場 新潟太字医学部有意記念館

(望階大会議室)

379

一 般 演 是頁

三㌢蔓謂 孝 租城陳腐 弘予 (新潟大学医療短大)
八日1】 章 ~. ･. 吊 輸【rl高1い

⊥lIj侶 昭 欄付.いく半量 -再トト

元m 昭策 (デンカ生研研究部)

呼吸器系感漁を繰返 し著明な 官房A 減少,軽度 主監M

減少を伴った患者 (P)および正常者 (N)の末櫓血単

稜球 (㌘罵L)を用い,移せな細胞分画を作成 し,それ等

を組み合せて 関野M 刺激後の抗体産生の観察をこより豊富Aず

回甘予告 ＼ LへT'汗 fll十1-′】1Lで1町制.1'T杏l:.llド頼

義で圃復学② 吏LP欝鮎 から Mo除去で 五霞A 産生回復サ

＼11(1†l'/r川 ､-~::tさい ,M 回復,耳 1-M目しnit;';在

日右ここ＼ ･･̀llIIト ･､~､Ig.L lT井牛･:I:11昭iEjL Tsi-T∴､

り吸収された咋

以上より Moをこぼ抗体産生抑制活性と増強活性を藩ミ

サ集団があること,抑制因子が rysを介 Lて 喜好A 度数

を低下させたことが泰唆されたすまた患者かご.おける 豊gM

の低下は増強活性困予産生の 艶僅餌が減少 した結果と考

えられた盤

望)著 しも､高 短M 血痕 を望 したダウン症候群

(I)1例

吊･L 黒行 ･言.'.flJLl 情 L(,.嚢fT--.ll鳥人J7':中り甘い

･l‡J■1lr畑1~､■{十 症岨 吉T.LT､lJi-I,rL1.1力紅い1鞘粒球滅

′J,1.工 腰仙的 Thr.･･＼M E帖.:.軒度の翫虹 血小板減′レポ

指摘さ.巨:::い上か.高--+jこ-:F/LL~丁イ‖二血症を伴.う自己

免疫什溶血廿鋸 !止 酎 rT:IL二･iLF右し仁 lgG 出00tllg(ll

Ⅰ欝M l呂榔m鑑/朗 でいずれもポリタロ-ナル抗体であっ

IFI.･-!t別段Ej,-て軒快 したが.･そしハ陸 川00-19(湘mgdl

Ll､高 lgll血症が持続 したため.=:･､球機能に-~llL､て

検討 した牡幼若化反応では ㌘HA-Pでは健常児と変わ

∴左か-言二.が.I-＼･＼･'M.い)n:lでやや低 卜していた.

B細胞分画の免疫プロプリソ産生能は,特に異常がみち



こ180 新潟医学会韓誌 筆且粉慧巻 笥6･署 昭和63隼6月

れなかったが,T細胞と組み合わせて培養すると予感児

十緋虹､欄_t/[17r;rr朝子胞∴JITH･(lT.M t･l叫斗 ‖ ∴ト 1.棉-;

先進させた事サプレッサ-T細胞の巣常による病魔と考

I::1㌦∴とノ∴

諾う柁離綱 艦 蝮M 掃う型 狙 恵良の出現を棒-7

佐藤 f首三か - 蒸三 (宗孟宗姦完競タ1

拾触畑 上て十÷. 潮弊行ナチJ上 ＼＼川､】tLl川l()l川Ll二iLZ.'ミ

;L_診軒吊子宣摘折目】t倶 仙 丹汗∃t･冊胴 Ll侶七･＼＼̀】ミLl

川L]川). 畑圭∴77%.･トロ裾~l昭雄 常紳j･吊 .言'L･.i:十 ･巨

診時に比べ形態学的変化はないが U/-宜鰐i威嚇湧け )♂)

細胞を数男･表′認めた.喜好閣 議冒認Om好//劇 と著勝 はM を議き

Il;,:言L!.LIJ'濃 .:＼t軋()醐醐lL1mllミ_＼.バ冊 ■雨 Hf＼

上 川 ､ 一･Jr】1Il鮎 -~卜(｣昌 HL'il:膏Hj巨.パ ':二､..二･･

那 (lt)-1畔廿 l.(;l｣‖帖!＼了~･1回

欄 謙琵蓬- - 欄 緩 謬 赤十字病院∋

福田 剛明 ら瀞豪潟太宰第二病理)

小潮 十･皇吊 眉 ( 同 筆山内科)

-.;TL巨畑吊i3与∵､li日.眉伸 二ヱ:冊 車 1血廿里守,ハ机侶 号

甘 -~L昔立 町巨叛.i･常 吉卜､､再現仁 i･皇■′i血球矩汗

常∴ごり !!1帖):･:∵_.I;I-..;､,:_Ll､頼1()い｡;:.,'il一日■､巨1車

態を示し,如立dPのみ額粒状陽性を示した.落胤 血

小板減動 懲粒球減少等ぼみられず,抗 AWⅠJA抗体は

陰性であ-｡たす汲,敷体分析では-都に異常がみられたが賢

再柱申∵∴十TT.パ冊AL'三日二面畔打析什 :JLl汗 LIl)'}手.(:Ill''H .

Ll川 L LIHtq .し'川1i,I,い=了弱障性.tが=1t日 .

＼l(= 1f. L_'l､11両-IlrinLluttLIT･し'､両州')11日1∴ ＼11

-/h【十 ･リ ･合卜再十 ､特町;I.r眉目･,1日_i:_.

抜上のような形鷲を示す症▲例の報幣は本例で趨例賢者で

ありやこれらは Lを還喜j増殖疾風嘩新しい亜群を形成す

ると考え(-凍′る.

5き巨稼茅球m細胞学的解奉拝

i!.Hr,,恨 -･一十十､ 十･し
小潮 十･皇至当う 眉 (新潟東学第-内科 う

昌旧 ･L.■-~. i 閏 帖rf'11:;臣

巨核芽球の細胞学約枚mLをご_つき素面形質を剥離こ換諾着

工.メ:-:1~'-':報･;十卜丁.㌔. ･rjil∴･さ車了汗紺 ilJ‖津i:MLごIJ.iい

ⅠⅠⅠIl神十 十 ･＼Ilい 仁封牛半日沫十日柱.-j･抹ぎ巨こ.

l帖 ･1~早津LLiA'Li.言i㍗｢Lも.守七日~:,}3..:._,川J,＼川i

:!-＼1日､HL ∴:LL-1い り=甘 卜:烏汗十∴工-J､ /㍉ し'[)て

こ('l)Llう言両打廿二:.陽ナj巨i∵F月号∵..二.㍗.畑'､I…rht7･

~∴ :I(1川1.Ll):～;ミ､tll).'日,LIT).lt;∫::∴｣号廿枠工宣守

したをt結語うま:i上の結果より巨核芽球が分化段階の反

映も食め多様で遼遠ること亨屑サ髄単球系の表面形質を着ず

･丁寸 .･■､Llリ言 /≡,八回tHI｡.二十＼＼上し~上里..ト二十 を1

芽球の形質は -部緊なっていることが示賭され′た現

特 別 講 演

Illl)LqTLJイ'L,ーく了-･11_∴_.■~

山口東学竃奪壁体学教授

山 本 商 樹


	102(6)_372-380 8
	102(6)_372-380 9



